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韻律理論による母音調和の分析

橋本邦彦

A Metrical Analysis of Vowel Harmony 

Kunihiko Hashimoto 

Abstract 

A paper by Steriade (1979) has presented a metrical analysis of vowel 

harmony. According to her analysis， a simple and revealing treatment of 

vowel harmony should b巴 obtainedby combining “features of the 

autosegmental framework with features of the m巴trical format for 

harmony rul巴s"内 Althoughher attempt itself may be supported， it has 

a number of problems， including the unification of root harmony and 

suffix harmony， the well-formedness condition on the underlying repre-

sentation of words， the solution of double-declensional suffixes， etc. 

This article will attempt to criticize Steriade's analysis and present 

an alternative one. The analysis here will lead us to a formulation of 

simple harmony rules and a coherent explanation of such data that 

Steriade's method cannot treat， namely， borrowed stems， exceptional 

stems， and nonalternating su伍xes.

1. はじめに

Halle & Vergnaud (1978)以来，母音調和を韻律理論の手法を用いて分析し

ようとする試みがなされている。乙の理論lζ従うと，母音調和の規則は，次の

4つの基本的な事項から成り立っている。

(1) a)映写 (projection) ある一定の仕方で調和過程に関与する分節音は，

調和現象の局所的な性質をとらえるような方法で，他の分節音から分
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582 橋本邦彦

離される。映写の適用を受ける分節音とは，普通，母音である。

b)不透明要素 (opaque elmen t) 調和を(潜在的に)惹き起し，また，調

和過程を阻止する要素。映写の適用を受けた母音は走査 (percolation) 

され，不透明要素を調和領域の境界として，最大限の形で樹形図を構

築する。

c)調和の方向 右方向か左方向。場合によっては，両方向。

d)調和素性 乙の素性は，調和を惹き起す分節音が所有しているもの

であるが，樹形図のルート (root)へコピーされ，乙のルートから，そ

れの支配下にある節点へと降りてL、く。

乙の 4つの事項に加えて，樹形図lとは， 3つの型の枝分れの仕方がある。

(2) a)左枝分れ

c)複式枝分れ

A
A
h
 

b)右枝分れ

調和の方向は，接辞の添加されていく方向と一致するから，接尾辞言語では

右枝分れの樹形図を，接頭辞言語では左枝分れの樹形図を，各々，予測する乙

とができる。

本稿では，モンコ。ル語を資料として用い，韻律理論の枠組で，母音調和を分

析する乙とが，主な目的である。論の進め方としては，最初に，モンコソレ語の

母音調和を概略説明し，次に， Steriade (1979)の分析を批判検討し，最後に，

より妥当性の高いと恩われる代案を提示する。使用する資料は， Steriadeと同

様に，ハルハ方言 (Khalkhadialect)である。

2. モンゴル語の母音調和

モンゴル語には， 2つの調和がある。 lつは，舌の調和で，母音の後舌性lζ

(110 ) 



韻律理論による母音調和の分析 583 

関係している。

(3) Stems -Ablative 

a) gar -aas 'from the hand' 

b) ger -ees‘from the house' 

c) sudar -aas 'from the chronicle' 

d) unee -gees 'from the cow' 

上例lζ見るとおり，形態素は，専ら，後舌母音のみを含むか，前舌母音のみ

を含むかのどちらかである。

他の lつは，唇の調和と呼ばれ，母音の円唇性lと関係する。

(4) a) nom -oos‘from the book' 

b) torgon -oos 'from the si1k' 

c) xδlー δδs‘fromthe foot' 

d)δbos -oos 'from the hay' 

唇の調和は， a)， b)とc)，d)を比較してみればわかるように，後舌性にも

関係している。また，高舌性lとも関係し，円唇母音でも，高段円唇母音lとは適

用しない。

(5) Stems -Causative -Perfective 

a) to1 -uu1 -aad‘since he caused to count' 

b) bδ1-uu1-eed 'since he caused to act as shaman' 

モンゴノレ語は接尾辞言語でtあるから，調和過程は，左から右へと波及してい

く。したがって，枝分れの型は，右枝分れである。

3. Steriade (1979)の分析と問題点

Steriadeの分析では，主l乙，次のようなことが述べられている。

(1 )語幹の第 1音節の母音にだけ，十分な形の素性指定をしておき，第 2

音節以下の母音については，後舌性と円唇性の素性を無指定のままにし

ておく。語幹の第 l音節の母音が，調和素性付与の役割を演ずるのであ

、、』JI
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〆
t
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584 橋本邦彦

る。

(m 舌の調和と唇の調和の定式化は， (6)のようになる。

(6) (Steriade's (12)) 

a) Front Harmony 

A: (士記kJ

B: (+syl1) 

Direction: Left to Right 

Harmonizing Feature: (-back) 

b) Round Harmony 

A:〔:zLd〕
B: i +syll i 

l~high) 

Direction: Left to Right 

Harmonizing Featur巴:(+round) 

(6a)では，調和を惹き起す母音は， (十syll，-back)の母音，即ち， i e uδ 

の前舌母音である。 調和を阻止する母音は， 存在しない。規則の適用を受

けるのは， (+syll， +back)の母音，即ち， a u 0 の後舌母音である。

(6b)では，調和を惹き起すのは，( +sy 11， +round， -high)の母音，即ち， 0 

とδである。調和を閉止するのは， (+high， +round)の母音， 即ち， uと

Uである。調和の適用を受けるのは， aとeの (+syll，-high， -round) 

の母音である。

佃)規則 (6)に加えて，調和lζ参加する母音が，語幹の第 1音節の位置で，

調和素性の十分な指定を受けられるよ うに，基底表示に関して， 次の補

足的な条件を必要とする。

(7) (Steriade's (13)) 

( 112 ) 



韻律理論による母音調和の分析 585 

(+syllabicJ is ~ r ::l:round 1 ~ in all and only the environme叫 C。
Il ~high J I 

I (土backJ I 

(町 2つの調和規則は同時に適用し，順序づけはない。

語幹の第 1音節にのみ十分な母音の素性指定を行い，後続の母音l乙対し，後

舌性と円唇性l乙関して無指定にしておくという方法には，問題がある。

中立母音は，一般の場合には，母音調和l乙参加しないが，若干の場合には，

この特徴に背くふるまいをする。

(8) Stems -Instrumental 

a) ir -eer‘with the blade' 

b) bilig - eer‘with his wisdom' 

c)可ilsil-eer‘with the assimilation' 

中立母音語幹では，規則的に前舌母音の交替形が現われている。乙れは，中

立母音 1の前舌性と合致している。

語幹内部でも，中立母音は，他の前舌母音と共起する乙とができる。

(9) a)芯lmee‘sound'

b) gis江日n‘member'

乙うした事実から， Steriadeは，たとえ中立母音であっても，語幹の第 1音

節にある場合には，母音調和を惹き起すことができると主張する。と乙ろが，

乙れに対しては，不都合な例が存在する。

11印 a)jilaa -gaar‘with the gnat' 

b) diktatur - aar‘with the dictatorship' 

c) bidon - oor‘with the churn' 

もし第 1音節の中立母音lζ調和を発動する力があるのであれば， a) I乙対し

ては， *j ileegeer， c) I乙対しては， *bideneerのような形を付与してしまうはず

である。と乙ろが，実際には，後舌母音が現われている。いったい， a)の後

舌性や c)の円唇性を，いかなる要素が決定しているというのであろうか。

この例とは逆l乙，語幹末の中立母音が，接尾辞の調和を惹き起す例も存在す

(113 ) 
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る。

(11) Stems一 Converb

a) 1agxii -geed 'falling down a heavy thing' 

b) u1asxii -geed 'ftashing red' 

c) baisxii -geed 'waiting for a while' 

Steriadeの枠組では，語幹末は，調和の適用を受けられる位置ではあるが，

調和を惹き起す位置ではない。

中立母音以外の母音でも，語幹末で，調和を惹き起す場合がある。

(12) Stems -Ab1ative 

a) tsemodaan -aas‘from the suitcase' 

b) Tδmortogoo -goos‘from Tomδrtogoo (persona1 name)' 

c) Dasinci1en -ees‘from Dasinci1en (p1ace name)' 

d) Saraxδb -oos‘from Saraxδb (p1ace name)' 

どれも，同一語幹内で後舌母音と前舌母音が共起している点で，調和の例外

である。けれども，接尾辞の調和については，語幹末の母音が，規則的な仕方

で，調和を決定しているように思われる。乙の事実を， Steriadeの枠組では，

説明できない。

さらに，母音配列に関しでも，問題がある。 Steriadeは，母音を 3つに分類

する。調和を惹き起すものと，調和の適用を受けるものと，調和を阻止するも

のとである。唇の調和では， uとuが調和を阻止する母音である。乙の場合，

注意すべきことは， uと立が調和過程を阻止するために働くのは，専ら，接尾

辞においてである。再び，例 (5)に戻ると，

(5) Stems -Causative -Perfective 

a) to1 - uu1 -aad 

b) bδ1-uul-eed 

唇の調和は，語幹と完了形接尾辞の聞に使役形接尾辞が介在しているために，

阻止されている。そうでなければ， (13)の示すように，完了形接尾辞は，唇の調

和の適用を受ける。

(114 ) 
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(13) Stems - Perf日ctive

a) tol - ood‘having counting' 

b) bδlー 出d‘havingacted as shaman' 

(5)の母音配列は. o-uu-aaとδ一山 田のように. [-high， +roundJ 

[+high， +roundJ - [-high， -roundJの順である。と乙ろが，語幹内部では，

このような順序の母音配列は見出されない。もし Steriadeの主張するように，

語幹と接尾辞を 1つの調和過程でえ説明しようとするならば，上記の母音配列の

相違を説明できないであろう。

以上の事実から，次のことがわかる。

(1 ) 語幹と接尾辞とに，同ーの調和のステイタスを与える乙とはできない。

むしろ，語幹は，個々に，レキシコンの中l乙，十分な母音の素性指定を

受けて記載されていると考えるのが妥当である。

(Il) 中立母音は，通常，母音調和l乙参加しない。

(国)調和の適用を受けるのは，接尾辞母音だけである。その際，調和素性

は，語幹末の母音によって付与される。

4. 舌の調和の分析

接尾辞の基底母音は. [-back. -roundJの素性をもっ母音である。その理由

は. [-back， -roundJ以外の母音を含む非交替接尾辞(調和の適用を受けない

接尾辞)は存在しないからである。尚，舌の調和は，前舌母音を後舌音lと変換

する規則であるから，乙れを BackingHarmony (今後 BHと略称)と呼ぶ乙

とにする。

4-1後舌母音語幹と前舌母音語幹

(14) a) gar -aas‘from the hand' 

( 115 ) 
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( +back) ( +back) 

^ pro]ectlon a +巴 e BH a a a 

g r S g r S 

b) ger - ees‘from the house' 

( -back) ( -back) 

~入
pro]ectlon e + e e BH e e e 

g r s g r s 

語幹の母音は，後舌性l乙関して，基底で指定を受けている。 (14a)では，語

幹の後舌母音が接尾辞の前舌母音と樹形図を形成することにより. (+back)の

素性が接尾辞の母音lζ分配され，その母音を (+back)Iζ変換する。 (14b)で

は，語幹の前舌母音が接尾辞の前舌母音と樹形図を形成する。このとき，

( -back)の素性は vacuosIと分配される。

(15) a) sudar - aas‘from the chronicle' 

( +back) C +back) ( +back) 

八 ハpro]ectlon u a + e e BH u a a a 

S d r s S d r S 

( +back) 

~'1\子\
FC.TA u a a a 

日 d r s 

b) xerem - ees‘from the squirrel' 

( -back) ( -back) ( -back) 

八 ハprO]ectlOn e e + e e BH e 。巴 e

x r m S X r ロ1 s 

( 116 ) 
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(15)では，語幹の 2つの母音が，すでに樹形図を形成している。これに接尾辞

の母音が付加されるとき，語幹末の母音が調和を惹き起すのだから，乙の母音

が新たに接尾辞の母音と樹形図を形成する。その際lζ分配される素性は， め

では (+backJ，b)では(-backJである。最後にフット Cfoot)をフット構築規則

(Foot Construction，今後 FCと略称)により，再調整規則 (TreeAjustment， 

今後 TAと略称)によって残りの語幹母音と樹形図を形成する。

4-2混合母音語幹

語幹l乙中立母音をもっ語幹を混合母音語幹という。混合母音語幹は，中立母

音の位置によって， 2つの型に分類される。

4-2-1第 1音節lζ中立母音のある語幹

間 a)jilaa -gaar‘with the gnat' 

一rn一O一-lF 4lν

一
ρν

一
nu-

-
J一

O

一
rA-p-

g r g r 

〔-B) /¥  

J L/¥入FC， TA 

g r 

b) cimee -geer‘with the sound' 

(117 ) 
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(-B) (-back) 〔←B)(-back) (-back) 

八
prO]ectlOn e e + 日 日 BH e 巴 ee 

C ロ1 g r c m g r 

( -back) 

FC， TA 刊('̂1 e巴 e e 

c m g r 

基底で語幹母音は樹形図とフ ットを形成している。フッ トがある理由は，中

立母音が舌の調和 (BH)の適用を受けないように， (-8)という規則素性を付

与されているからである。 (-B)の存在によって，中立母音は，けして他の母

音と樹形図を作る乙とはない。

4-2-2語幹末に中立母音のある語幹

(17) a) aTil - aar‘with the work' 

〔+back)(-8) 

prO]ectlOn a 1 + e e 

b) delxii -geer‘with the world' 

〔-back)(-B) 

n 
prO]ectlOn 巳 1 1 + e e 

(+ back) 

A 
BH a 1 a a 

r 了 l r 

、EEJ‘K

、e

c

、、円

a

¥

〆

e

h
u

、
¥

r
E

目
、
、
、
ー
ー
ー
一j
 

〈

B
E
lt-

、・1

/

一
ブ
/

i

ノ

ri--ザ
i
|
|
巴H

 
B
 

ーーーーーーー一一一一一参

d 1 x g r d lx g r 

語幹末に中立母音がある場合にも，中立母音は他の母音と樹形図を作る乙と

はない。また，フットをすでに構成しているので，調和素性の分配は，中立母

(118 ) 
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音を飛び越える形でなされる。

4-3例外的に中立母音が調和を決定する場合

4-3ー1中立母音語幹

591 

語幹が中立母音だけからなる場合には，語幹末の中立母音が，接尾辞の調和

を惹き起す。それは，中立母音語幹では，例外素性 (-B)を削除する，韻律レ

ベノレの規則が働くためと考えられる。

(]Sl (-B) Deletion Rule 

(-B)ー→'/J/一「

i Co# *in neutral vowel stems 

乙の規則によって，中立母音は，本来備わっている前舌母音の効力を回復す

る。乙の規則は，また，調和規則の前lζ順序づけられる。

日目 a) ir - eer‘with the blade' 

(-B) ( -back) 

prO)ectlOn 1 + e e rule (18) + e e 

r r r r 

( -back) 

へBH 1 e e 

r r 

b) bilig -eer‘with the wisdom' 

(-B) (-B) (-back) 

下寸
prO)ectlOn 1 1 + e e rule (18) l + e e 

b 1 g r b g r 

( 119 ) 
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1(¥ 
BH 

-一一一一一一ーー-+
1 e e 

b 1 g r 

4-3-2 ロシア語からの借用語で中立母音に強勢をもっ語幹

乙の型の語幹は，強勢を有する (+high，-roundJの母音によって， 接尾辞

の交替形が決定される。この母音は，モンコ守ル語の中立母音としてよりも，ロ

シア語の音韻体系に属する母音としての性格が濃いのではなし、かと推察される。

(初1) a) karantin -eer‘with the quarantine' 

prO]ectlOn 。UρいV

I
l
l
-j

十

P
D

一

司

k
m
泊一

ハし

y
i

一

a
b
一

'
b
S
一l
I
f
-
-

一
+
一

J
111
!

、-
、，，
J

一

'
b
A

一
c
一

a

a千
八

市

h
u
-

+一

a

〔
-

k r n t n r 

(+backJ (-backJ 

八 !下、
BH a a 1 e e 

k r n t n r 

b) kapitalidzmー巴er‘withcapitalism' 

(b叫)(+backJ (-BJ (+backJ I +stress 

prO]ectlOn a a + e e 

k p t dz m r 

BH 
j l l/¥¥、

k p t dz m r 

めでは. iの(+stressJが，素性(-backJを顕在化させて，接尾辞の調

和を惹き起す。 b)では. 2つあるうちの〔十stressJを有する 1がa)の場合

(120 ) 
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と同様，調和の決定要素lζなる。もう一方の iは，普通の中立母音と同じス

テイタスを与えられる。

4-3-3 -Xllで終る語幹

動詞語幹が Xllという音節で終る場合，たとえそれが後舌母音語幹であって

も，接尾辞は，前舌母音の交替形をとる。

比較という点から，最初に， -xii以外の音節で終る語幹を分析する。接尾辞

は，副動詞接尾辞 (converbsuffix)である。

。1) a) xari - aad‘returning' 

〔+back) (-B) 

prO]ectlOn a 1 + e e BH 

x r d x r d 

b) xel-eed ‘speaking' 

( -back) 

e .，f- e e prO]ectlOn BH 
/う
e e e 

x 1 d x 1 d 

a)では，中立母音を飛び越える形で，規則通りに調和が適用し，交替形は

後舌母音lと変換される。 b) も， 普通の形の調和の例である。

次i乙，一氾iで終る語幹の例を分析する。

倒的 lagxii- geed‘falling down a heavy thing' 

1-backl 
〔+back) l+H J 

¥ /¥ 
prO]ectlOn a 1 1 + e e 

g x g 

( 121 ) 
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b) ulasxii -geed 'fiashing red' 
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凶
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六
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( -back) 

人
1 1 e e 
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語幹の母音の素性指定のうち，音節 -Xllの含む中立母音には， (+H)のよう

な識別素性が付与されている。乙れは，中立母音が例外的に調和過程に関与す

ることを示す。乙の事実は， -Xllが，語幹内で， 1つの下位区分(準独立の要

素)をなすかのような印象とも一致する。但し，同じ乙とを説明するのに，た

とえば，“-"のような境界標識を用いる乙とも可能であるが，そうした場合に，

(122 ) 
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韻律レベルとは異なるレベlレで、の妥当な説明が要求される。そうなると，分析

が複雑になり，一貫性にも欠けるので，好ましくないように思われる。

4-4例外語幹

母音の共起上の制約に違反している語幹については，どうであろうか。

i23) a) tsemodaan -aas‘from the suitcase' 

I /ツ¥
prO]ectlOn 

ts m d n s 

BH 
l八/ス

ts m d n s 

FC，TA 

ts m d n s 

b) Dasincilen -e巴S‘fromDasincilen' 

(+back) (-B) (-back) 

八
prO]ectlOn a e + e e 

D s nc n s 

(+back) (-B) ( -back) 

f¥ ^ a 1 巴 e e BH 

D s nc 1 n s 

a) と b)共に，語幹母音はそれぞれ，後舌性に関して，異なる素性指定を

( 123 ) 
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受けている。語幹末の母音が接尾辞の母音と樹形図を作り，正しい派生形が得

られる。

5. 層の調和の分析

舌の調和と唇の調和は，同時に適用される。但し，途中に uや uが介在す

る場合には，唇の調和だけ，その適用が阻止される。尚，唇の調和は，非高段

母音を円唇母音l乙変換する規則であるから，乙れを RoundingHarmony (今

後 RHと略称)と呼ぶ乙とにする。

5-1普通の語幹

幽 a) nom - 008‘from the book' 

tbackJ tj央roun 

prOjectlOn 。 + e e BH，RH 。。。
n 立l S n m 日

b)凶 1-Oδs‘from the foot' 

tbacリ
roun [押

prOjectlOn 。 + e e BH，RH 。。。
X s X s 

舌の調和と唇の調和は同時に適用するので，語幹の母音の素性は，後舌性と

円唇性lζ関して付与されている。 2つの調和過程の順序立てを考慮に入れずに

済ます乙とができるという点も，韻律理論による分析の利点の 1つといえる。

5-2混合母音語幹

(25) a) bidon -oor‘with the churn' 

(124 ) 
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唱
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F
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什いけ

pro]巴ctlOn 。 十日 e

b d n 

BH，RH 。 o。
b d n 

b)了ong-oor‘by the purpose' 

prO]ectlOn 。 1 +巴 e

r g 

BH，RH 

tfztJ 

A、
] r g s 

c) xδnTilー δδr‘withthe blanket' 

prO)ectlOnδ  十巴 巴

x n J 

kbL) 

BH，RH 41¥  
x n J 1 r 

(125 ) 
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a) は，第 l音節に中立母音がある例で， b)と c)は，語幹末に中立母音

がある例である。どちらも，中立母音以外の母音で，語幹末にもっとも近い母

音が，接尾辞の交替形を決定している。

5-3例外語幹

語幹の母音配列の制約lζ違反している例では，どのような分析が可能であろ

うか。

(お) a) Tomδrtogoo -goos‘from Tδmδrtogoo' 

prO)8ctlon 

[~121JttzM 
A 。/入+

T m r t g g s 

(back)(:bacリ
+round J l +roun 

(+b枇)
+round 

/¥ f¥ /¥入
BH，RH o 0 。。。 。。

T m r t g g 

(27ztd) 
7又

FC，TAδδ  

ttzid) 
ト¥

/¥ /~ 
T m r t g 

b) Saraxδbδδs‘from Saraxδb' 

g 

( +backJ (zb叫)
round 

へprO)8ctlon a a 。 + 8 8 
〉

S r X b s 

( 126 ) 
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J-back 1 
〔+back)l +roundJ 

/¥/〉¥
a aδδδ  

S r x b s 

599 

a) と b)共lζ，語幹の母音は，後舌性と円唇性l乙関して，素性の指定を受け

ている。乙のうち，調和を惹き起すのは，語幹末母音である乙とは，これまで

の例とj.i]様である。

6. 二重格変化

乙乙では，調和過程は繰り返しi即日することと， C +high， +round)の母音は

居の調和を[lillとすることを証明するために， 二重格変化の接尾辞を分析する。

二重格変化というのは， 活幹Iと接尾辞が2つ続く形をいう。

6-1 一般的な形

以下の例が示すように，母音調和は繰り返し適用する。

('ll) Stems - Comitative - Possessive 

a) ax - tai -gaa‘with his elder brother' 

C +back) C -BJ 

prO)ectlOn a + e I + e e 

X t g 

C +backJ (-BJ 

BH(l) 八て e e 

x t g 

( 127 ) 
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C +backJ 

^ ( +back) 

BH(2) a a 1 a a 
-l砂

x t g 

C +back) 

FC， TA a a 1 a a 

x t g 

b) deer - t巴i-gee‘with his long garm凹 t'

prO]8ctlOn 

BH(l) 

FC，TA 
一』一一一ー一一一一一ー一一一』ー...，・

( -back) (-B) 

八
巴 e + e 1 + 日日

d r t g 

(-back) (-back) (←B) 

d 

ハe e e 

r t 

〈 (-B)

1/¥ .1 
d r t g 

( 128 ) 
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BH(2) e e 
7¥ 

( -back) 

令、
日 1 巴巴

d r t g 

( -back) 

FC， TA e e e e 

d r t g 

c) noxoi - toi - goo‘with his dog' 

(十 bmi)
+roun ( -B) ( -B) 

1¥ 
prO]ectlOn o 0 1 + e 1 十 e e 

n X t g 

唯一
|
O↓

巴 e

n X t g 

[+backJ 
+roun ( -B) 

λヘFC，TA 1 十。。 。 自 e

n x t g 

(129 ) 
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BH(2)， RH(2) 0 0 。
n x t 

FC， TA. 0 0 。
n x t 

(:7zid) 

。。
g 

(+bM) 
+round 

g 

。。

語幹の中立母tEも後回辞のr-rl立母音も，延底で (-B)と指定されている。 a)

と b)では，第 11["(111の BHの適mで.Llj立母古以外の接出辞吋ffが，語幹末

の非中立町晋と樹形図を作る。 b)では，その後，フットの椛築と樹形関の調

整が行なわれる。次いで，第 2回目の BHが適川し，新たに付加される接尾辞

町古とその前前の非rrl立母宵とが樹形[習を構築する。最後に，再調整され.lE

しい派生形が得られる。 c)では，以上の過程の他l乙. RHの適片]が加わる。

けれども，派生そのものが複雑になるわけではない乙とは，閣から判断できる

であろう。

6-2 teiの場合

モンコツレ請には，δ1という形の 二重母音はない。

(お:) a) noxor - tei - ← g出‘withone's own friend' 

b) nδxδr - te1 - gee 

a)を見ると，円唇化が， 二重母音 e1を飛び越えて適用しているかのよう

である。と乙ろが，乙の二垂母音のう ち eIと限っていえば.既出の諸例を参照

( 130) 
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すればわかるように， rlJ属化されねるはずのFJ:tiなのである。

Steriade (1979)では，共l'iJf名ttJ己昨 telを規f!iJ.it重りにf'g再化し，そのがi*

何られたJ:tr"i 1乙今度は所{j絡緩JO¥':の11]1長化を怠き起させ，以後l乙，Jド門唇化

規WJを適川して，共l'iJ格のflJ腐町内ーだけを)I'.IIJ桶化させる。この)1.:JlJIf{化規則

は.次のように定式化されている。

(羽) (=Steriade's (20) ) Derounding Rule 

G陥附誌嗣iト一一→〔什一寸rou…川O叩叩叫un川川n吋d
(28a)の形を派'1:.させるためには， mWJ (29) を所作絡扱J'ß~1nn・の川層化

の後j薗川しなければならず，- }j， (28b)の形を派生させるには，矧lliJ (29) 

を，所有格桜}己昨[:土庁の円梓化の，iijlζ適JlJしなければならない。

(刻 a)nδxδr - tei - g∞ 
BH(l)， RH(l) nδxδr + tδi BH(2)， RH(2) nδxδr + tδ1 + 

gδδRule(29) nδxδr + tel + gδδ 

b) noxδr - tel -gee 

BH(1)， RH(1) nδxδr + tδi Rule(29) nδxδr + tei BH(2) 

nδxδr + tel + gee 

乙の解決1tl乙は，少くとも， 2つの問題点があるように思われる。第 1Il:， 

Jド円唇化規則の順序づけが所J;;J的(local)であること，第 21ζ，非分節的なレ

ベルで、の分析の中lζ分節的な規則を導入してしまっていることである。代案と

して，組作レベルだけで，今まで提示してきた}j法を}IJ ~、て，このN~j題を扱う

乙とのできる解決法が存在する。それは，共l'iJ格抜足俳句Iの巌初のド}白lζ，

(-R)のような識別案件ーを付与するhyLである。

(311 a) nδxδr - tei - gδδ 

( 131 ) 
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U73;idl(二?ベ(-B) 

ペ I I 

n x r t 

127:;idl (二守叶 ( -B) 

八 ↓ !
n x r t g 

(:J:44 

g 

( +round /〔主吋(-BJ
一一一寸

BH(2)， RHδ  

n x r t 

(;JZidi 

e e 

g 

/ /才ckJふ
FC，TA 

n x r t 

b) nδxδr - tel-g日日

(:7:;iJ 仁官吋(-B) 

八 1

n x r t 

i;?zid) (二旨「 〔B〕

g 

g 

BH(l) 。。 e 1 + e e 

n x r t g 
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(二Pck

BH(2)δδe  1 e e 

n x r t g 

a) とb)は， (-RJがあるために，円唇母音と共同格接尾辞母音との樹形図

を作らない。 a) では，語幹の円唇母音が所有格接尾辞母音と樹形図を作り，

再調整された後，正しい形を派生させる。一方， b)では，共同格接尾辞の非

中立母音が所有格接尾辞母音と樹形図を構築する。語幹母音の素性(+roundJ 

と共同格接尾辞母音の識別素性(-RJとの排他性から語幹母音が 2つの接尾

辞の樹形図lζ参加することはない。

6-3 震の調和を阻止する不透明要素

素性 (+high，+round)をもっ母音， uとむは，唇の調和を阻止する。

(32) Stems -Causative - Perfective 

a) tol - uul -aad 'sinc巴 hecaused to count' 

1)(:7;;idl 

pro]ectlon 。 +江臼+e e 

t d 

4
1
ムH

 
R
 

T
よH

 

R
U
 

(十backj
+round 

/て入 十日 e

t d 

(+back) (+back l 
+round +round 

l¥ /¥入。。 。 。。
t d 

( 133 ) 
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*(+b叫)
+round 

FC， TA 
六今x。。。。。

t 

l+b叫)
+round 

prOjectlOn 。 + U U + e e 

t d 

BH(1) 
hi 。 u u + e e 

ーー一一ー 一一一一一一一一ーーー・ー+

t d 

( +backJ ( +back) 

BH(2) 
子て~

一 一 →

t d 

FC，TA 
lL弔ミ

t d 

b) bol-uul← eed‘since he caused to act as shaman' 

l-back) 
+round 

prOjectlOn 。 + U U + e e 

b d 

( 134 ) 
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/~ 

丁ペ八
FC， TA 

一一一一一一一目白一一一一一ー】ーーー参

b 1 1 d 

a) とめの各 i)は，通常のやり方で母音調和を適用させ， その結果， 誤

った形を生み出してしまう。 乙れは，使役形接尾辞lζ対して， 語幹の母音の円

唇性を付与してしま うよう な樹形図を構築してしまったためであると考え られ

る。代りに，語幹の調和を惹き起す母音と使役形接尾辞の母音との聞を，異な

るフッ トを介在させて結びつける方法を立てる乙とができる。各 ii)の例が示

す通りである。語幹母音の円唇性は，フッ トの存在のためにいわば溜過され，

後舌性のみが使役形接尾辞母音に分配される。後は，従来通りに繰り返しに調

和が適用され，正しい形を派生する。不透明母音と唇の調和の関係は，以上の

ように，フットレベルの違し、から簡潔に説明できるのである。

7. 非交替接尾辞の扱い方

モンゴル語lとは， 交替形をもたない接尾辞が存在する。 乙の接尾辞の母音は，

本来非円唇前舌母音であるが，基底で，中立母音と同じ C-BJの識別素性の指

定を付与されている と考える乙 とができる。その理由は，調和lζ関して， 中立

母音とまったく 同じふるまいをするからである。

(33) Stems ~ Past 

a) suu ~ iee ‘sat' 

prO]8ctlOn ハ八
BH(inapplicable) u u 

日 ]

C 136 ) 
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八八
u u 巴巴

s ) 

b) 01-jee‘discovered' 

pro)ectlon 

FC， TA 

r:出dl(-"1 

1 J 

[:izidl〔B〕

!八
1 j 

/¥八
pro)ectlon 

FC， TA 

d 1 g i 

7¥ 
川一八川口e e 

d 1 g i 

d) tδ1δbδ1-iee ‘p1anned' 

pro)ectlon 

(zfzidj トB)

〆〉¥+八
t 1 b 1 j 

(137 ) 
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〔-back〕
+round (-BJ 

/¥λ ?¥ 
FC， TA 。。。 e e 

t 1 b 1 J 

a)から b)の各例とも， (-B)の指定があるため，語幹母音と接尾E半母音

が同じ樹形図を作ることはない。それゆえ，調和素性の分配は行なわれずに，

フットが構築される。

8. まとめ

乙れまでの分析結果をまとめると，次のようになる。

(1) 語幹の母音は，後舌性と円唇性に関して，基底で十分な素性の指定を与

えられている。

(lI)接尾辞の母音だけが， 調和の適用を受ける。

(皿)接尾辞の基底母音は，前舌母音である。

町) 語幹末の非中立母音が，調和素性を決定する。

(V) 舌の調和と層の調和は，同時に繰り返し適用する。

問調和自体が，フットを機築する効果をもっ。

畑調和l乙関して例外的なふるまいをする母音には，基底で識別素性が付 ~j

されている。乙の素性は，分節音レベルのものではなく，韻wレベルのも

のである。

以上の事実を踏まえて，舌の調和と層の調和を定式化すると，次のようにな

る。

倒 a)Backing Harmony Ru1e 

Projection: Vowe1s 

Opaque segment: 

Harmonizing feature: (十back)or (-back) 

Direction: 1eft to right (right braching) 

(138 ) 
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b) Rounding Harmony Ru1e 

Projection: Vowe1s 

Op叩巴町巴nt l:l;tidlvow山

Harmonizing fea ture: ( +round) 

Direction: 1eft to right (right branching) 
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